
芦別市校務ＤＸ計画 

（策定年月日：令和７年（2025 年）３月１１日） 

芦別市では、学校の情報化の一環として、また、教職員の業務負担を軽減することで児童

生徒と向き合う時間を確保し、教育の質の向上を図るため、令和４年９月に北海道共同利用

型校務支援システムを導入しました。 

 また、令和６年５月からは、保護者からの出欠連絡と校務支援システムの出席簿機能を連

携することにより、教職員の業務負担の軽減を図りました。 

 このように、各種校務におけるデジタル化等を進めてきましたが、「GIGA スクール構想の下

での校務の情報化に関する専門家会議」の提言や「GIGA スクール構想の下での校務 DX 化

チェックリスト」による結果を踏まえると、依然として、教職員、児童生徒や保護者への負担が

みられるのも事実であることから、それら負担の軽減を図ることを目的として、具体的な取組

を次のとおり定めます。 

１. 教員と保護者間の連絡等のデジタル化 

・保護者への調査やアンケート等のクラウドサービスを用いた実施及び集計。 

 ・学校から保護者へ発信する配付物等のクラウドサービスを用いた一斉配信。 

 ・保護者からの提出資料のクラウドサービスを用いた受付。 

２. 教員と児童生徒間の連絡等のデジタル化  

 ・児童生徒への調査やアンケート等のクラウドサービスを用いた実施及び集計。 

 ・クラウドサービスやデジタルドリルを用いた宿題の実施及び採点。 

３. ゼロトラスト環境の構築による教職員の働き方改革の実現  

 教職員の働き方改革と教育活動の高度化を目指し、ゼロトラストセキュリティの考え方に基

づき、アクセス制御によるセキュリティ対策を講じたうえで、校務系・学習系ネットワークの統

合に向けた調査研究を進めていきます。 

４. その他 

 「初等中等教育段階における生成 AI の利用に関する暫定的なガイドライン」に基づき生成

AI を校務において活用し、便利さや業務負担軽減を実感していきながら、使い慣れ、児童生

徒への活用へとつなげる取組を進めていく。 


